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チーム「セクシーゴリラ」の紹介

 チームコンセプト：
大きな問題も楽しく、クールに、セクシーに解決！

熱意とチームワークで初めてのテスコンに挑戦します！
伝統的なテスト技術を尊重しつつも新しいものに刺激を求め、
日々スキルアップを目指すテストエンジニアの集まりです

 メンバと役割 (6名)：
齋藤：テストマネージャ(計画担当)
松田・狩野：テストアナリスト(分析・設計担当)
坂下・芳本・増子：テストエンジニア(設計・実装担当)
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テスト設計に向ける思い

 セクシーゴリラが目指す検証：
検証によってソフトウェアの付加価値を生み出せること、
検証されたソフトウェアを利用したユーザーが製品の価値を実感でき、
満足する結果を生み出せること

そのために日頃心がけていること
 ユーザーの多様な課題・ニーズを正しく理解する！
 ソフトウェアが課題・ニーズを解決する能力があるか、

利用にあった品質レベルを達成しているかを的確に検証する！
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チーム活動の背景と目的

 背景
ASTER社の依頼により、社内向けのテスト管理ツール
QualityForwardに対して、弊社テストチームが社外利用を想定した
ユーザー視点でのテスト設計を行うこととなった。

テストマネジメントを行うにあたり、
想定される多様なユーザーニーズ／ウォンツを

QualityForwardが実現できるかをテストで示す

実現
したい事
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テストの目的

顕在化していない利用者ニーズを明確にする

ソフトウェアが要求される品質レベルを満たしているかを
検証する

利用者ニーズの達成を阻害する仕様の
改善ポイントを明確にする
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テスト設計の全体的な流れ

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

テストベース
テスト戦略

テスト条件
テスト設計
仕様

テストタイプ

ペルソナの
プロファイル テストケース

仕様

テストベース
分析結果
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利用者
ニーズ



テスト戦略

テ
ス
ト
戦
略

【利用に基づくテスト戦略】
ソフトウェアの利用者、利用環境、利用方法の実態や仮説した

情報に基づいて、テストを行う。

【仕様に基づくテスト戦略】
テストベースの情報を基に、明示された情報や暗黙に期待される
機能を網羅し、障害が起こりそうな機能や条件、重要度の高い

機能に着目してテストを行う。

【リスクに基づくテスト戦略】
品質リスク分析を活用し、実際にリスク顕在化による欠陥が

発生するか否かをテストで確認する。

【経験に基づくテスト戦略】
テストエンジニアの経験・スキル・直感や、欠陥のある種の傾向
(過去に発生した欠陥や一般的な欠陥分類の情報等)に着目

してテストを行う。
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 各種分析結果を基にテストアプローチを導出する

テストアプローチの導出方針
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テ
ス
ト
戦
略

【利用に基づくテスト戦略】

【仕様に基づくテスト戦略】

【リスクに基づくテスト戦略】

【経験に基づくテスト戦略】

ステークホルダ分析

利用者ニーズ分析

品質リスク評価

テストで重視する品質特性
に影響するリスクを特定

業種別業務分析、
ベンチマーク調査を考慮

製品が特に重視
すべき利用者像の特定



テスト計画

品質リスク
評価

テスト
アプローチ
の確立

ステーク
ホルダ分析

テスト
アプローチ

品質リスク
評価結果

ステーク
ホルダ

テストスコープ

テスト基準

ペルソナの
プロファイル

ペルソナ
設定

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

テストの
枠組みの
決定

テストタイプ
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利用者
ニーズ分析

利用者
ニーズ

テストベース

テスト目的

テスト戦略



ステークホルダ分析

 テストで重視すべき利用者を特定する

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

重要度

影
響
度

テストで重視すべき利用者
QFのプロジェクトに
対する影響度合い

QFの使用度合い
(直接的・間接的)
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分析結果
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ペルソナ設定

 テストで重視すべき利用者を具体化する

スキルセット・マインド
セットが共に高い

ポジティブペルソナ
(前向きなごり男)

スキルセット・マインド
セットに問題がある

ネガティブペルソナ
(行動力がないごり松)ペルソナのプロファイル

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装 © Ricoh IT Solutions Co., Ltd.  2020
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人物像 経験・スキル マインドセット



利用者ニーズ分析

 ベンチマーク調査／業種別分析からテスト管理ツールへの
多様なニーズを明確にする
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テストエンジニア
共通の利用ニーズ

業種別テストエンジニア
の利用ニーズ

各業種が扱う
製品の特色

ベンチマーク調査から特定した
テストエンジニアの理想とするニーズ

製品の特色がテスト管理
へ影響する要素

テスト管理ツール
への要求

テスト管理ツール
への要求

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装



 影響が高い品質リスクを識別し、軽減措置を決定する

品質リスク評価

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装 © Ricoh IT Solutions Co., Ltd.  2020
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品質リスク一覧
品質リスクの例：

【利用時の品質:有効性】 QFの導入による
業務品質が維持・向上できていることを利

用者が実感できない

品質リスク
分析結果

品質リスクを低減する
検証ポイントを決定

特定したリスクが是正すべきか
／許容可能か影響度で判断

重視すべき品質特性ごと
のリスクを特定



 テスト戦略の実装方法を抽出する

テストアプローチの確立

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装 © Ricoh IT Solutions Co., Ltd.  2020
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テスト全体イメージ

戦略に紐づく
テストアプローチ

テスト戦略

テストの目的



 組織で持つテストの枠組みにテストアプローチを紐づける

テストの枠組みの決定

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装 © Ricoh IT Solutions Co., Ltd.  2020
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テストタイプマッピング

テストアプローチと
品質リスク一覧 テストの枠組み(テストタイプ)である

①ユーザビリティテスト、 ②機能テスト、
③業務効率性確認テストに紐付け

テストアプローチと品質
リスクの確認ポイント



以下の利用者の明示的・暗黙的ニーズとQFとの適合性をユーザビリティテストで
確認する。
①一般的なテストエンジニアが感じるテスト管理ツールに対するニーズ
②多様なマインド／スキルセットを持つペルソナのテスト管理ツールに対するニーズ
③各業種のテストエンジニアが感じるテストテスト管理ツールに対するニーズ

ユーザビリ
ティテスト

明示的・暗黙的に期待される機能を以下条件に基づき網羅的に確認する
①ソフトウェア要求との不適合がないか
②障害リスクのあるアンチパターンの操作・データを使用した場合にも、適切に処
理されるか
③悪意ある利用においても適切に処理され、正確な出力が行われるか

機能
テスト

テストベースとテスト担当者の経験を基に、製品の業務効率・業務品質の低下
につながる問題を検出する。
①業務効率に影響しうる利用の下で、業務への支障なく継続して利用できるか
②業務品質に影響しうる利用の下で、業務への支障なく要求する成果を得ら
れるか

業務
効率性

確認テスト

テストの枠組みの決定

テストタイプ 目的

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装 © Ricoh IT Solutions Co., Ltd.  2020
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テスト分析

テストベース
の分析

テスト
条件の
識別

テストベース
分析結果

ペルソナの
プロファイル

テストベース

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

ソフトウェア
要件一覧

テスト条件

テストタイプ
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利用者ニーズ



テストベース分析結果

テストベースの分析

 テスト担当者の使用経験に基づく、利用時の品質特性に関する
主観的な評価によって、利用者の業務効率・品質を阻害する要
素を抽出する

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

要素がどのような
リスクを生み出すか業務への懸念要素
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テスト条件の識別
①共通ニーズを達成するテスト条件

 テストエンジニアの共通ニーズから、テスト条件を決定する

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

テストベースを基に、
機能との適合性を判定
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ベンチマーク調査から特定した
テスト管理ツールへのニーズ

テスト条件識別
（共通ニーズ）

共通ニーズの適合性を
検証するための

テスト条件を識別

適合しないニーズは
テスト条件識別から除外



 業種別テストエンジニアのニーズからテスト条件を決定する

テスト条件の識別
②業種別ニーズを達成するテスト条件
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テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

業種別テストエンジニアの
テスト管理ツールへのニーズ

テスト条件識別
（業種別ニーズ）

テストベースを基に、
機能との適合性を判定

業種別ニーズの適合
性を検証するための
テスト条件を識別

適合しないニーズは
テスト条件識別から除外



テスト条件の識別
③ペルソナニーズを達成するテスト条件

 ペルソナのニーズから、テスト条件を決定する

ペルソナのプロファイル

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

テスト条件ペルソナニーズ
ペルソナのニーズ達成を

検証するための
テスト条件の特定
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適合しないニーズは
テスト条件識別から除外



テスト条件の識別
④ソフトウェア要件の明確化

 明示的／暗黙的に必要なソフトウェア要件から
テスト条件を決定する

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

ソフトウェア要件一覧

ソフトウェア要件の達成を判断
可能なテスト条件を抽出

ソフトウェア要件を
網羅的に抽出テストベースの構造

テスト条件
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 業務への影響要素から、テスト条件を決定する

テスト条件の識別
⑤業務効率性への影響要素の特定
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業務影響分析

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

影響を受ける業務効率(時間
的・精神的負担)、業務品質

(操作の質・成果の質)

テスト条件識別
（業務効率性）

業務効率性の影響有無を判
断可能なテスト条件を抽出

テストアプローチ



テスト設計

テストケース
設計方針
の決定

テストケース
設計方針

テスト条件
の細分化

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

テスト条件
テストケース

テストベース
分析結果
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テストチャーター



テスト条件の細分化
①ユーザビリティテスト

 ペルソナのニーズ/ウォンツごとにテストの判定基準を
設定する

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装 © Ricoh IT Solutions Co., Ltd.  2020
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エンジニア共通ニーズ

業種別ニーズ テストケース(業種別ニーズとの適合性)

テストケース(共通ニーズとの適合性)

特殊なユーザーのニーズ テストケース(ペルソナニーズとの適合性)
ニーズとの適合性判断

の手順／基準



 テスト条件に対応する手順を明確化する

テスト条件の細分化
②機能テスト

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

ソフトウェア要求を達成するための
シナリオをテスト条件から導出
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テストケース（機能テスト）



テスト条件の細分化
③業務効率性確認テスト

 業務効率を阻害する要因一覧からテストチャーターを
作成する
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テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

テストチャーター（業務効率性確認テスト）

テスト対象機能
／操作・データ

テスト判定基準テスト方法



テスト実装

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

テストケース

テスト
優先順位
決定

テストケース*

各テストケースに優先度が
付与されたもの

テスト
優先順位指標
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テストチャーター

テストチャーター*



 テスト目的の重要度に応じた優先順位を設定する

テスト優先順位決定

テスト
計画

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

ペルソナの役割・特性を基にしたニーズ達成の重要度

ユーザーへの影響度の高さ

ユーザーへの業務影響度の高さ

ユーザビリ
ティテスト

機能
テスト

業務
効率性

確認テスト

テストタイプ テスト
優先順位指標
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まとめ

テスト設計の
結果

多様なニーズ分析やペルソナを活用
したユーザビリティテストを実現した

ソフトウェア要求を網羅的に抽出し、
要求の達成状況を判断できる

機能テストを実現した

業務品質、効率性への影響を考慮した、
テスト技術者の直感と経験に基づく
業務効率性確認テストを実現した

テストの
目的

顕在化していない利用者ニーズを
明確にする

ソフトウェアが要求される品質レベルを
満たしているかを検証する

利用者ニーズの達成を阻害する仕様
の改善ポイントを明確にする
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最後に

 本戦は予選でのアドバイスを受け、成果物間の依存関係を意識
し納得感のあるテスト設計を目指しました

 プロセス（各作業、成果物、担当の役割）にこだわった活動がで
き、これまでの自分たちのテスト活動の重要さを再認識する良い
機会になりました

 創造的な、効率的なテスト活動を行うためテスト全体を俯瞰的に
意識し続けること、価値ある製品を提供するためにはユーザー視点
を持ち続ける必要があると改めて感じました

 「セクシーゴリラが目指す検証」を実現するため、
今回の体験が今後の成⾧の糧となると信じて、
私たちはこれから挑み続けます！
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ご清聴ありがとうございました

Yes！
セクシーゴリラ！！


